
定例記者会見 令和４年１月７日（金）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

健康福祉部 健康づくり課 

（電話０５９－２２９－３３１０） 

健康づくり課長 

梅林 ひとみ 

 
新型コロナウイルス感染症対策 

１月７日開催 津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

（第１１３回）開催結果 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



令和４年１月７日

１月７日開催
津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第113回）

開催結果

新型コロナウイルス感染症対策

Ｒ３.１０.１４ 第１１２回対策本部会議



















































定例記者会見 令和４年１月７日（金）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

健康福祉部 新型コロナウイルス 

ワクチン接種推進室 

（電話０５９－２２９－３３５３） 

新型コロナウイルス 

ワクチン接種推進担当参事(兼) 

新型コロナウイルス 

ワクチン接種推進室長 

駒田 好彦 

 
新型コロナワクチン接種 

１月２０日から医療従事者以外の人の接種券を発送 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



令和4年1月7日

新型コロナワクチン接種

1月20日から医療従事者以外の人の接種券を発送



1月20日から医療従事者以外の人の接種券を発送

2回目接種完了日

高齢者（7か月以上） 一般の人（8か月以上）

接種券発送日 発送通数 接種券発送日 発送通数

～R3.6.20 ➡R4.1.20 1万5,300 ― ―

R3.6.21～6.30 ➡R4.1.27 1万5,600 ➡R4.2.10 600

R3.7.1～7.10 ➡R4.2.1 9,300 ➡R4.2.21 700

R3.7.11～7.20 ➡R4.2.10 9,500 ➡R4.3.1 1,200

R3.7.21～7.31 ➡R4.2.21 1万2,700 ➡R4.3.11 5,100

R3.8.1～8.10 ➡R4.3.1 7,100 ➡R4.3.22 1万 900

R3.8.11～8.20 ➡R4.3.11 1,700 ➡R4.4.1 8,700

R3.8.21～8.31 ➡R4.3.22 1,900 ➡R4.4.11 1万2,200

R3.9.1～9.10 ➡R4.4.1 700 ➡R4.4.21 8,600

R3.9.11～9.20 ➡R4.4.11 400 ➡R4.5.2 1万 800

R3.9.21～9.30 ➡R4.4.21 400 ➡R4.5.11 1万6,000

令和4年1月以降の接種券発送予定

医療従事者以外の接種券について1月20日から2月21日の間に約6万3,700通を5回に分けて発送し、以
降は10日間隔で発送します。

高齢者と一般の発送予定数

R4.1.20発送 ➡ 1万5,300通

R4.1.27発送 ➡ 1万5,600通

R4.2.1発送 ➡ 9,300通

R4.2.10発送 ➡ 1万 100通

R4.2.21発送 ➡ 1万3,400通

R4.3.1発送 ➡ 8,300通

R4.3.11発送 ➡ 6,800通

R4.3.22発送 ➡ 1万2,800通

R4.4.1発送 ➡ 9,400通

R4.4.11発送 ➡ 1万2,600通

R4.4.21発送 ➡ 9,000通



集団接種および個別接種の体制について

武田／モデルナ社製
使用ワクチン

1月21日（金）8時30分～
集団接種 予約開始日時

2月6日（日）
集団接種 開始日

集団接種

ファイザー社製
武田／モデルナ社製

使用ワクチン

1月21日（金）
個別接種 予約開始日

2月1日（火）
個別接種 開始日

個別接種

0120-059550

接種予約・相談窓口（コールセンター）
➡1月11日（火）からフリーダイヤルに変更

ワクチン供給量のアンバランスからファイザー社ワクチンが不足することも予想されるため、お急ぎの場合
は武田／モデルナ社ワクチンを接種してください。
接種券を順次発送しますので自身の接種時期に合わせて予約をお願いします。

初回接種（1・2回目）に使用したワクチン 追加接種（3回目）に供給されるワクチン ※2・3月分

ファイザー社製 約19万5,000回 ファイザー社製 4万1,532回分

武田／モデルナ社製 約 2万回 武田／モデルナ社製 3万6,750回分



集団接種会場における２・３月の接種数

／6 ／10 ／11 ／12 ／13 ／17 ／19 ／20 ／23

日 木 金・祝 土 日 木 土 日 水・祝

津センターパレス 576 288 576 288 576 288 288 576 576

久居インターガーデン 352 176 352 176 352 176 176 352 352

／24 ／26 ／27 ／3 ／5 ／6 ／10 ／12 ／13

木 土 日 木 土 日 木 土 日

津センターパレス 288 288 576 288 288 576 288 288 576

久居インターガーデン 176 176 352 176 176 352 176 176 352

／17 ／19 ／20 ／21 ／24 ／26 ／27 ／31

木 土 日 月・祝 木 土 日 木

津センターパレス 288 288 576 576 288 288 576 288

久居インターガーデン 176 176 352 352 176 176 352 176

2

3

２・３月の接種数

2

3

1万7,168回

6,512

1万 656

合計
木・土曜日 14時～17時
日曜日、祝日 9時30分～12時30分、14時～17時

接種時間



相談窓口など

予約先

【集団接種】
 津市新型コロナワクチン接種予約・相談電話窓口(コールセンター)
（1／10まで）0570-059567（1／11から）0120-059550
 津市新型コロナワクチン接種予約サイト
【接種協力医療機関での個別接種】
 各医療機関に予約

国・県の
問い合わせ先

 ワクチン接種前後の副反応に関する質問・相談 新型コロナウ
イルスワクチン副反応相談窓口 Tel:059-224-3326

 ワクチン接種に関する質問・相談 みえ新型コロナウイルスワクチ
ン接種ホットライン Tel:059-224-2825

 ワクチンの有効性・安全性など制度全般 厚生労働省新型コロナ
ワクチンコールセンター Tel:0120-761770

 医療機関の接種予約状況など総合案内サイト
コロナワクチンナビ

接種協力医療機関一覧

コロナワクチンナビ

津市接種予約サイト



問い合わせ

健康福祉部
新型コロナウイルスワクチン接種推進室
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3353
ＦＡＸ：059-229-3346



定例記者会見 令和４年１月７日（金）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

建設部建設整備課 

（電話０５９－２２９－３１８４） 

建設整備担当参事(兼)建設整備課長･

総務部公共工事総合評価担当参事 

長谷 和哉 

 

中勢グリーンパークＰａｒｋ－ＰＦＩ事業 

計画認定！整備内容が決定しました 

～基本協定締結を経て、工事着手へ～ 

 
このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 



令和４年１月７日

中勢グリーンパークPark-PFI事業

計画認定！整備内容が決定しました
～基本協定締結を経て、工事着手へ～



市民の健康増進・憩い・交流の場として、総合公園「中勢グリーンパーク」の整備を
進め、計画面積約28.3ha のうち、第１期、第２期及び第３期の約16.2ha のうち
Park-PFIエリアを除く約14.5ha を開園。

第１期： 遊具広場、第一駐車場、調整池等
（H10年～H14年、整備費約15.1億円）

第２期： 多目的広場、第二駐車場、見晴らしの丘
（H18年～H24年、整備費約4.8億円）

第３期： 造成、雨水排水施設、給水、汚水、園路、
遊具等（H24年～H29年、整備費約２億円）

第２期

第１期 第３期

多目的広場
第二
駐車場

調整池

見晴らしの丘

第一駐車場

遊具広場
こかげ
広場

中勢グリーンパーク平面図整備経過

国の交付金が重点的に配分されるPark-PFI制度創設（H29年6月）

これまでの取り組み ①

（供用済）

（供用済）

（一部供用）
供用

未供用



これまでの取り組み ②

◆事業可能性調査（H29～R1年度）
・内閣府が官民連携導入可能性についてヒアリング調査を実施（H30年2月）
・来園者への調査（利用者ニーズアンケート、来園者数） （H30年10月）
・先進地事例などの調査研究
・サウンディング型市場調査（第１回目：R1年5月 、第２回目：R1年9～10月）

事業の可能性を確認

設置等予定者（事業者）を決定 （R3年7月13日）
【事業者】 中勢GP未来会議 代表法人 株式会社 宝輪

構成法人 株式会社 浅井農園 、 イケダアクト株式会社

Park-PFIを活用した官民連携事業の事業者を募集（R3年１月21日）

第１次審査、第２次審査において公募設置等計画を審査（R3年5～7月）



「Ｐａｒｋ-ＰＦＩ （公募設置管理制度） 」 とは？

・平成２９年の都市公園法の改正により、創設された公募設置管理制度

＜Ｐａｒｋ-ＰＦＩのイメージ図＞

出典：国土交通省ＨＰ

※公的資金には社会資本整備総合交付金の活用が可能

概 要

・民間が収益施設（カフェ等）と公共部分（公園）を一体的に整備

・公募により民間事業者を選定（民間活力を最大限に活用）

◆公募対象公園施設 （カフェ等の収益施設）

・民設民営で、民間事業者の費用で整備運営

◆特定公園施設

（管理棟やトイレなど、公共部分となる公園施設）

・収益施設から見込まれる収益を充当し、整備費用

の一部に活用

・民間事業者が整備を行い、完成後に市に譲渡



中勢グリーンパーク Ｐａｒｋ-ＰＦＩ 事業のねらい

・ 『飲食施設がない』 『日陰が少ない』 『子育て世代以外の利用が少ない』
という課題を解決して、より魅力的な公園に！

・ 収益施設 （飲食店など） を民間事業者の費用で、民間事業者が整備する
・ 公共部分 （日陰施設、管理棟、トイレなど）の整備費用に、収益施設から見込まれる収益の
一部を充てることで、市負担額の軽減を図る

◆Park-PFIを活用し、「広域的な誘客」、「利用層の
拡大」、「一年を通じた賑わいの創出」など、さら
に魅力あふれる公園づくり

【公募対象公園施設】
・飲食施設の整備・運営を行う （民設・民営）

【特定公園施設】

・管理棟、日陰施設、芝そりゲレンデ、トイレ等の整
備を行い、特定公園施設整備費用の９割かつ
1億5,300万円を上限とする。

＜公募時に求めた内容＞

多目的広場

遊具広場

こかげ広場

調整池

第２
駐車場

第１
駐車場

中勢グリーンパーク
平面図 開園エリア



認定した計画の概要 （令和３年１２月１４日認定）

【グループ名】 中勢ＧＰ未来会議
【法 人 名】 代表法人 株式会社宝輪 （三重県鈴鹿市）

構成法人 株式会社浅井農園 （三重県津市）

イケダアクト株式会社 （三重県鈴鹿市）

Park-PFI事業者

期 間

公園施設の整備 令和４年４月～令和５年３月

公募対象公園施設の運営 令和５年４月～令和２３年３月

「津市民が誇りに思う、全世代の交流拠点となる公園」

事業コンセプト

■老若男女問わず、公園を利用するすべての人々が、「好きなことを、好きなように」楽し
める公園

■平時には全世代が交流し、楽しさを共有し、非常時には防災対策拠点となり安心感を
与える公園



エントランス

ドッグラン

芝そりゲレンデ

バーベキューゾーン

多目的広場
（イベントスペース）

新たな魅力の整備の内容

管理棟

トイレ

※完成イメージ図です。
整備実施に当たり、
施設の位置等について
変更の可能性があります。

キッチンカーエリア

カフェレストラン自動販売機

日除けスペース

公募対象公園施設（民設民営）

特定公園施設（公共施設）



◆カフェレストラン

・店内10席以上、面積約20坪

・市内、県内の生産者の産品を活かしたメニュー

・テイクアウトメニューも充実

・バーベキュー利用者への食材提供（予定）

◆キッチンカー

・月替わりで地元の出展者を募り、定期イベント化

・土日祝日を中心に稼働

・１度に最大３台程度（予定）

◆自動販売機

・ドリンク、菓子、農産物等の提供：６台程度

・災害救援自動販売機

飲食施設等の充実 P-PFI事業者が運営を行います

新たな魅力❶ 公募対象公園施設の設置・運営

営業時間（予定）：平日10時～17時

休日10時～20時

火曜日定休



新たな魅力❷ 特定公園施設

◆日陰施設、植栽

・日差しを避けて休憩できる日除けスペースを設置

◆芝そりゲレンデ

・傾斜の異なる斜面に、人工芝を設置します。

◆バーベキュー場

・これまで中勢グリーンパーク内では行えなかったバーベキューが楽しめます。

・カフェレストランで食材を購入できます（予定）。

◆ドッグラン

・大型犬、中・小型犬のスペースを分けて設置します。

◆多目的広場（イベントスペース）

・周囲に樹木と階段を設置し、中央にまるでステージのような円形スペースを配置します。

・様々なイベントに利用しやすい広場です。

◆管理棟

・落とし物や案内など、よりスピーディーに、細やかな対応ができるように、管理事務所を設置。



事業スケジュール

令和4年 令和23年令和5年令和3年

R5.1

R4.1
（現在） R5.4

開
園

基本
協定
締結

公募対象公園施設
運営期間R23.3まで

建設・譲渡
契約締結

計
画
認
定

R3.1 R3.4

公
募

審
査

選
定

R3.5 R3.7

R23.3

事業期間

令和５年４月１日
新たなエリアを開園！

R5.2R3.12.14

公募対象公園施設・特定公園施設
整備工事 （P-PFI事業者）

当該計画が適当であると認定

都市公園法第５条の５に基づく手続き

責任分担や費用負担について明確化

特定公園施設の譲渡対価や支払い条件
等を定める

経済対策による国の令和３年度補正予算
（社会資本整備総合交付金）
国費７，６５０万円の配分（令和３年１２月２０日）
を受け、補正予算に盛り込む予定

※議決後、本契約

整備着手

法第５条の２ 法第５条の４

R3.10

債務負担行為の設定



問い合わせ

建設部建設整備課 公園整備担当
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3184
ＦＡＸ：059-229-3345



 

定例記者会見 令和４年１月７日（金）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

スポーツ文化振興部 

スポーツ振興課 

（電話 ０５９－２２９－３２５４） 

スポーツ振興課長 

伊藤 英明 

 

津市スポーツ振興基金を活用した 

令和４年度事業（案） 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 



令和４年１月７日

津市スポーツ振興基金を活用した
令和４年度事業（案）



スポーツ振興基金創設の経緯

◆三重とこわか国体・とこわか大会にご協力いただいた市民や競技関係者の皆さんのス
ポーツ活動をさらに促進し、それぞれの活動の灯を消すことなく灯し続けていけるよう、国
体中止の残予算を活用し、令和3年第3回市議会定例会にて、新たに津市スポーツ振興
基金を創設しました！（予算規模2億5千万円）

スポーツ振興基金創設の経緯

◆令和4年度から5年間にわたって年度当たり約5,000万円を活用し、
集中的に競技スポーツ、パラスポーツ、生涯スポーツの振興に取り組むこ
ととして、具体的な事業内容を検討しており、市内競技団体の活動支援
等を令和4年度当初予算に盛り込む予定です。

◆令和3年9月27日 三重県知事が、三重とこわか国体・とこわか大会の6年後延期申
請を見送ることを発表



スポーツ振興基金を活用した事業案①

① 競技スポーツの振興

市内競技団体の活動を支えます

・津市スポーツ協会への委託によるStepupスクー
ル、スポーツ教室、鎮江杯卓球大会、オザスコ杯
サッカー大会の開催
・少年少女レスリング大会の開催
・全国大会等出場報奨金 など

スポーツの楽しさを知るきっかけづくり
とスポーツ人口の裾野拡大や各競技
に応じた技術の向上を図るための事
業計画を立案し、事業を展開する団
体を支援します

現行

基金活用期間（Ｒ４～Ｒ８）

■新規事業
・ジュニアアスリート育成のための継続的な教室、体
験会等への支援
・競技力向上のための指導者招聘による講習会等の
開催支援
・県外の強豪チーム・強豪選手等との合同合宿や地
方大会への遠征支援
・体験会等の開催に必要なスポーツ用具の購入支援

年間の基金活用予算の規模約2,800万円

・全国大会等出場報奨金

・津市スポーツ協会への委託によるStepupスクール、スポーツ
教室、鎮江杯卓球大会、オザスコ杯サッカー大会の開催
・少年少女レスリング大会の開催 など

■新規事業 競技スポーツ振興事業補助金（案）
■対 象 津市スポーツ協会に加盟する組織・団体
■補助対象経費 謝金、旅費、宿泊費、スポーツ用具費、施設使用料、消耗品費 など
■補助額 1団体当たり100万円まで（予算の範囲内で交付）



市内で大会・講習会を開催する
ための事業計画を立案し、事業
を展開する団体を支援します

現行

基金活用期間（Ｒ４～Ｒ８）

市予算での支援はなし

（県による支援）

② パラスポーツの振興

パラスポーツの活動を支えます

年間の基金活用予算の規模約200万円
■新規事業
・市内で開催されるパラスポーツ大会等に必要となる
審判員、ボランティア、手話通訳などの謝金や旅費等
を支援

■新規事業 パラスポーツ振興事業補助金（案）
■対 象 三重県障がい者スポーツ協会に加盟し、津市を中心に活動している競技団体
■補助対象経費 謝金、旅費、宿泊費、スポーツ用具費、施設使用料、消耗品費 など
■補助額 1団体当たり50万円まで（予算の範囲内で交付）

スポーツ振興基金を活用した事業案②



継続

子どもからお年寄りまで、
心地よくスポーツに親しん
でいただくため、施設の計
画的な修繕に取り組みます

現行

基金活用期間（Ｒ４～Ｒ８）

③ 生涯スポーツの振興

・スポーツ施設利用者からの維持修繕を求め
る声に早期に対応
・（仮称）スポーツ施設整備計画に基づく計画
的な修繕

日常のスポーツライフを支えます

緊急的、応急的な施設修繕
緊急的、応急的な施設修繕

年間の基金活用予算の規模約2,000万円

（例）フェンスの修繕

before after

スポーツ振興基金を活用した事業案③

【これまでの修繕実績例】

・河芸グラウンド防球ネット
修繕
・美里テニスコート人工芝部
分修繕 など

【利用者からの修繕要望例】

・古河公園内テニスコートの
ライン修繕
・久居中央スポーツ公園内
プールのプールサイドタイル修
繕 など



お問い合わせ先

スポーツ振興基金の制度等について

スポーツ文化振興部スポーツ振興課
ＴＥＬ ０５９－２２９－３２５４
ＦＡＸ ０５９－２２９－３２４７
E-Mail 229–3254@city.tsu.lg.jp 制度創設後の事業実施に向けた申請の

取りまとめについて

・競技スポーツ振興事業補助金（案）
特定非営利活動法人 津市スポーツ協会
ＴＥＬ ０５９－２７３－５５２２

・パラスポーツ振興事業補助金（案）
三重県障がい者スポーツ協会
ＴＥＬ ０５９－２３１－０８００
※申請については、Ｒ４．４．１以降
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